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南極地域観測をより環境に配慮し、効率的なものとするため、昭

和基地周辺でのドローン活用方法について提案する。

なぜ、何を、提案するのか

• 弊社、及び協力ドローンメーカーの紹介

• ドローンの活用と運用体制の提案

• ドローンに関わる法令の状況と社会の要請

• 弊社の国内ドローン活用実績

• まとめ



弊社
会社名： 株式会社 ツバサ・フロンティア

(旧社名 千葉四門)
事業内容： 補償コンサルタント、文化財調査

空撮、測量・登記、環境調査

代表取締役： 田上 敏也
創業(千葉四門)：昭和61年

本社： 千葉県千葉市中央区新宿2丁目1番20号 結城野ビル2
UAV業務： 熊本県熊本市西区花園３丁目４−３２

会社概要

協力ドローンメーカー
会社名： 五百部商事 有限会社
事業内容： ラジコン製品全般の輸入販売卸、ラジコンの製造工場の運営

代表取締役： 五百部 達也

本社： 栃木県宇都宮市西川田2-2-27
工場： 栃木県鹿沼市上石川1525-15



五百部商事 有限会社

• 日本国内でも数少ない国産ドローンメーカー

• NTT e-Drone Technologyや

Panasonicなど大手企業と取引

• 南極ドローンオペレーターの斡旋



25 km

10 km

• 小物の物資搬送

• 緊急時支援現場の空撮

ご提案1：夏隊野外支援

諸元

機体寸法 1110 mm x 1110 mm x 590 mm

重量 20.8 kg (バッテリー含む)

最大耐風性能 15 m/s

最大運用高度 2000 m

動作温度 -5 ℃ から + 30 ℃

防水性能 なし

最大積載可能重量 10.0 kg

バッテリー 10 A リチウムポリマーバッテリー 8本

積載時飛行時間 10kg積載時: 15分, 約10 km 飛行可能

5kg積載時: 29分, 約25 km 飛行可能

50 km



• 優先輸送、氷上輸送

• しらせから氷上への積み下ろし

49 kg程度まで荷物を輸送できます。

ご提案2：しらせ⇄昭和基地間の物資輸送支援

国立極地研究所ホームページより

AC-0849X-V2(49 kg 輸送用ドローン）

諸元

機体寸法 2677 x 2677 x 421 mm

重量 42 kg (バッテリー含まない)

最大耐風性能 7 m/s

最大運用高度 2000 m

動作温度 0 ℃ から + 35 ℃

放水性能 なし

最大積載可能重量 49.0 kg

バッテリー 22 A リチウムポリマーバッテリー2 or 4本

積載時飛行時間 49kg輸送時: 8分, 約3 km 飛行可能



• 国内のドローン専門オペレーター（五百部商事 栃木県鹿沼市のドローン工場）

• 現地派遣のドローン専門オペレーター（五百部商事斡旋）

この2グループが現地の状態（機体、天候など）やフライトルートを監視・相談し合う体制

ご提案3：物流オペレーション

2.4GHzの電波

LTE、Wifi（地域によっては）

現地専門
オペレーター

国内専門
オペレーター



日本国内のドローン市場

• 2021年度のドローンビジネス市場規模は前年比25.4％増

• 特にドローンを活用したサービスビジネスで成長が目立つ

「国内のドローンビジネス市場規模の予測」より
ドローンビジネス調査報告書2022

現在

25.4％増



無人航空機の飛行基準

「レベル4 の実現、さらにその先へ - 内閣官房」スライドより

• 現在の日本国内の無人航空機の飛行基準

• レベル４（有人地帯における目視外飛行）が飛行可能



無人航空機レベル４ポータルサイト
https://www.mlit.go.jp/koku/level4/

・2022年12月5日の航空法の改正
＝＞2024年問題の物流分野の解決にニーズ

（2024年問題：「働き方改革関連法」によって、2023年度から2025年度にかけて
段階的に導入される「労働時間の上限規制」に関する問題）

レベル４の社会実装



国内事例：レベル２と３の実証実験



【利点】
1.速さと効率性 ：迅速な輸送手段。

交通渋滞、道路工事、天候などによる輸送経路の問題を解決。

2.低コスト ：従来の物流手段よりも低コスト。

特に遠隔地や山岳地帯などの輸送コストが高い場所では効果的。

3.環境に優しい ：CO2の排出量が少ない。
従来のガソリンや軽油車と比べて環境に優しい。

4.未来志向性 ：まだ普及していない技術。

将来的に新しい市場を開拓でき、影響力や競争力を誇示。

【欠点】
1.飛行制限 ：地域的な法的制限、空域の制限、天候による制限。

2.荷物の制限 ：ドローンによって運べる荷物の大きさや重量に制限。

3.安全性 ：飛行中の落下の危険性。

ドローンのシステムの故障や操作ミスにより、事故の可能性。

4.発展途中の技術：ドローン物流はまだ未熟。
歴史が浅いため、技術的、経験値的な問題がある場合がある。

無人航空機の利点と欠点



まとめ

今回南極におけるドローンの活用について以下3点ご提案させていただきました。

・ご提案1：夏隊野外支援 でのドローン活用

・ご提案2：しらせ⇄昭和基地間の物資輸送支援 でのドローン活用

・ご提案3： (ドローン活用にあたっての) 物流オペレーション

いずれも、道路整備のされていない遠隔地である

南極地域では利便性の向上や緊急事態に対応するツールになります。

また、他国の観測基地に先駆けて設営部門で継続的なドローン活用を行えれば

日本の南極地域観測隊の存在を国内外にアピールすることも出来ると考えております。

ぜひ、今後の南極でのオペレーションへのご活用をご検討ください。


